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こ
の
総
会
は
、
毎
年
２
月
の
第
３

土
曜
日
を
総
会
の
日
と
定
め
、
故
郷

を
偲
ぶ
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
。
例
年
、
町
長
や
議

長
が
出
席
し
て
交
流
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ
う

と
町
広
報
か
ら
も
出
席
し
、
地
元
特

産
品
の
P
R
や
、
町
の
紹
介
資
料
で

の
宣
伝
、
そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
に
所
属

す
る
宝
富
士
関
が
出
席
す
る
な
ど
、

例
年
以
上
に
盛
り
だ
く
さ
ん
な
総
会

で
し
た
。

　

町
の
特
産
品
P
R
で
は
、
活
イ
カ

を
そ
の
ま
ま
パ
ッ
ク
し
た
も
の
や
、

シ
ジ
ミ
、
山
菜
、
イ
カ
、
行
者
ニ
ン

ニ
ク
、
ハ
ト
ム
ギ
な
ど
の
加
工
品
が

ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
東
京
で
は
あ

ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
新
鮮
な
町

の
特
産
品
に
、
参
加
者
は
目
を
奪
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
25
年
間
会

長
を
務
め
こ
の
会
を
導
い
て
き
た
佐

藤
陽
治
会
長
と
、
今
年
度
町
に
対
し

１
千
万
円
も
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

れ
た
横
内
正
典
氏
に
、
町
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
な
ど
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
宝
富
士
関
も
会
員
に
向
け
て
あ

い
さ
つ
。
以
前
、
総
会
に
現
役
時
代

の
元
関
脇　

出
羽
の
花
関
を
呼
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
層
の
活
躍
を

期
待
し
て
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

「津軽・東京吹雪の会」

この会は、年に１回総会を開
き、町出身者と懇談するとい
う会です。入会金・会費は不
要です（総会への出席が会費
納入になります）
■お問合せ先　樋口事務局長
　☎047－326－4789

〝
ふ
る
さ
と
〟
話
題
に
交
流
・
懇
談

町
出
身
者
の
会
「
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
」
総
会

　

２
月
16
日
㈯
、
町
出
身
で
首
都
圏
に
在
住
す
る
人
た
ち
が
作

る
「
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
」
の
総
会
が
開
か
れ
、
会
場
の
上

野
精
養
軒
に
約
１
０
０
人
も
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

【表彰される佐藤陽治会長（上）、横内正典氏（下）】

【出席者と懇談する宝富士関】
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今
年
の
総
会
に
は
、
昨
年
11
月
に
ふ
る
さ
と
納
税

さ
れ
た
横
内
正
典
氏
も
出
席
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、

今
年
度
町
に
対
し
、
な
ん
と
１
千
万
円
も
の
寄
付
を

さ
れ
た
方
で
、「
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
」
総
会
の

場
で
表
彰
と
い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　

横
内
氏
は
、
町
内
で
医
院
を
開
業
し
て
い
た
父　

勘
吾
氏
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
少
時
代
を
旧
中

里
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
は
野
球
が
好
き

で
、
文
武
両
道
の
少
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
に
進
ま
れ
た
横
内
氏
は
、

そ
の
後
旧
木
造
町
成
人
病
セ
ン
タ
ー
副
院
長

や
田
子
町
立
田
子
病
院
院
長
な
ど
を
経
て
、

１
９
９
４
年
、
東
京
都
東
中
野
に
「
横
内
醫い

院い
ん

」
を
開
業
し
ま
し
た
。
主
に
が
ん
の
治
療

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
ほ
か
不
妊
症

や
ア
ト
ピ
ー
治
療
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

同
医
院
の
大
き
な
特
長
は
、
治
療
の
た
め

に
西
洋
医
学
の
知
見
だ
け
で
な
く
、
漢
方
の

知
識
を
用
い
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
「
パ
ワ

ー
テ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
診
察
に
よ
り
、
気

の
乱
れ
な
ど
を
診
断
し
て
治
療
に
活
か
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
西
洋
医
学
の
成
果
で

あ
る
画
像
診
断
や
、
栄
養
補
給
の
た
め
の
点

滴
な
ど
も
使
わ
れ
、
西
洋
・
東
洋
医
学
双
方

の
い
い
と
こ
ろ
を
、
必
要
に
応
じ
て
使
っ
て

い
る
印
象
で
す
。

U
RL

：http://w
w

w
.yokouchi.or.jp/

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
横
内
氏
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
思
い

（
ま
ず
は
受
賞
さ
れ
た
ご
感
想
を
お
願

い
し
ま
す
）

横
内
氏　

受
賞
す
る
と
は
思
い
が
け
ず
、

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
で
き
る
限
り
町
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
都
内
に
居
を
構
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

中
泊
町（
旧
中
里
町
）の
こ
と
は
思
い
出

し
ま
す
か
？
）

横
内
氏　

実
は
、
私
の
と
こ
ろ
に
は
、

１
日
遅
れ
で
東
奥
日
報
が
届
い
て
い
る
。

青
森
の
こ
と
は
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る

よ（
笑
）

（
そ
れ
じ
ゃ
あ
毎
日
情
報
を
仕
入
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
今
回
総
会
に
出
席
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
郷
の
人
た
ち
が
集
ま

る
こ
の
会
は
ど
う
で
す
か
？
）

横
内
氏　

次
回
も
都
合
が
合
え
ば
出
席

し
た
い
ね
。
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
の
こ
と
を
話
し
た
が
、

知
っ
て
い
る
人
は
思
い
出
し
て
も
ら
え

れ
ば
。

（
今
回
、
本
当
に
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
寄
付
し
よ

　

１
千
万
円
と
い
う
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
横
内
氏
。
広
報
誌
に
お
礼
が
掲
載
さ
れ

た
と
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
我
が
母
校
中
里
小
学
校
、
中
学
校
生
徒
諸
君
の
頑
張
り
、

楽
し
み
に
し
て
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
横
内
氏
が
ど
う
し
て
町
に
多
額
の
寄

付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
、
そ
の
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

う
と
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
か
？
）

横
内
氏　

祖
父
母
、
両
親
の
代
か
ら
旧

中
里
町
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

本
当
に
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
寄
付
し
よ

う
と
考
え
た
。

（
先
生
は
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
を

期
待
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
に
住
む
子
ど
も
た
ち
へ
、
改
め
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
）

横
内
氏　

中
泊
町
、
青
森
県
に
限
ら
ず
、

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

世
界
を
視
野
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

【パワーテストにより診察する横内院長】

【明るい雰囲気の受付】

【インタビューに答える横内氏】

都
内
で
医
院
開
業

今
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
者

横
内
正
典
氏
も
出
席
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２
月
24
日
㈰
パ
ル
ナ
ス
で
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
功
績
が
あ
っ
た
人
や
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
古
川
教
育
委
員
長
の
式
辞
、

町
長
な
ど
の
祝
辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
北
島
麗
香
さ
ん（
木
造
高
３
年
）が

「
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
光
栄
。
よ
り
一

層
努
力
、
精
進
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

☆�

受
賞
者（
カ
ッ
コ
内
は
部
門
、
所
属
、
学
校
、

学
年
な
ど
。
敬
称
略
）

■
文
化
賞

【
少
年
文
化
奨
励
賞
】

髙
松
未
歩（
三
味
線
・
金
木
高
３
年
）／
鈴
木
美
早

紀（
吹
奏
楽
・
中
里
中
３
年
）／
下
山
諒
夏（
書
道
・

薄
市
小
５
年
）／
熊
木
慧
都（
絵
画
・
小
泊
小
１
年
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
指
導
者
賞
】

荒
関
豊
光（
体
協
ス
キ
ー
部
）／
松
田
耕
司（
体
協

ス
キ
ー
部
）

【
団
体
賞
】

体
協
陸
上
部
／
中
里
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
小
山
内
実
来
・
青
山
ほ
の
か
・
菅
原
穂
香
・
工

藤
莉
子
・
長
利
美
穂
・
長
利
美
里
・
加
藤
ほ
の
か
・

古
川
紗
矢
香
・
葛
西
萌
瑚
）／
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
男
子（
木
村
吏
玖
・
木
村
颯

汰
・
古
川
友
都
・
神
拓
帆
・
木
村
将
也
・
鈴
木
隆

矢
）／
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
女

子（
木
村
真
琳
・
中
村
唯
・
珍
田
未
来
・
岩
田
菜
月
・

福
士
碧
・
岩
田
優
花
・
工
藤
芽
依
・
工
藤
陽
菜
）

／
薄
市
小
相
撲（
成
田
花
道
・
成
田
姫
星
・
神
歩
武
・

成
田
力
道
・
川
島
凌
希
）

【
努
力
賞
】

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
木
村
吏
玖（
中
里
小
６
年
）・
木

村
颯
汰（
中
里
小
５
年
）・
珍
田
未
来（
中
里
小
６

年
）・
岩
田
菜
月（
中
里
小
６
年
）・
木
村
真
琳（
中

里
小
６
年
）・
中
村
唯（
中
里
小
６
年
）／
柔
道　

葛
西
大
悟（
武
田
小
４
年
）・
野
上
莉
来
奈（
薄
市

小
４
年
）・
今
楓
香（
薄
市
小
５
年
）／
相
撲　
成

田
花
道（
薄
市
小
５
年
）・
神
歩
武（
薄
市
小
５
年
）・

成
田
力
道（
薄
市
小
２
年
）

【
奨
励
賞
】

陸
上　
宮
越
晃
一（
中
里
中
１
年
）・
奈
良
響（
中

里
中
１
年
）・
佐
々
木
大
空（
中
里
中
２
年
）・
大

屋
義
浩（
中
里
中
２
年
）・
長
利
賢
一（
木
造
高
３

年
）・
北
島
麗
香（
木
造
高
３
年
）・
白
塚
勇
人（
体

協
陸
上
部
）・
川
浪
貴
久（
体
協
陸
上
部
）・
川
浪

晋
司（
体
協
陸
上
部
）・
田
中
礼
一（
体
協
陸
上
部
）・

今
亜
利
沙（
体
協
陸
上
部
）・
野
上
千
春（
体
協
陸

上
部
）・
駒
目
瞳（
弘
前
大
３
年
）／
水
泳　
小
山

内
亜
美（
中
里
中
３
年
）／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
小
山

内
実
来（
中
里
中
３
年
）・
青
山
ほ
の
か（
中
里
中

３
年
）／
柔
道　
今
健
瑠（
中
里
中
３
年
）・
野
上

凜
音（
中
里
中
２
年
）／
剣
道　
橋
本
祥
緒（
五
一

高
３
年
）／
少
林
寺
拳
法　
宮
越
千
郊（
五
一
高
３

年
）・
秋
田
真
緒（
五
一
高
２
年
）・
古
川
由
貴（
五

一
高
２
年
）／
ス
キ
ー　
成
田
隆
星（
東
洋
大
１

年
）／
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ　
大
川
敏
広（
体

協
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
）／
サ
ッ
カ
ー　

戸
澤
崇
哉（
小
泊
中
３
年
）

　

３
泊
４
日
で
奥
津
軽
地
域
の
各
所

を
訪
れ
、
学
生
た
ち
が
感
じ
、
体
験

し
た
こ
と
を
発
表
、
共
有
す
る
法
政

大
学
の
「
奥
津
軽
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
ー
」
が
行
わ
れ
、
町
に
は
２
月

23
日
㈯
～
24
日
㈰
に
学
生
18
人
と
教

授
１
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
１
～
２
日
目
に
五

所
川
原
市
や
つ
が
る
市
で
講
義
な
ど

を
受
け
た
あ
と
、
３
日
目
に
町

へ
到
着
。
小
泊
漁
協
で
塩
辛
づ

く
り
体
験
を
し
、
午
後
は
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
郷
土
料
理
づ
く
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
着
地

型
観
光
ル
ー
ト
と
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
作
る
」
と
題
し
た
、
後

輩
た
ち
に
奥
津
軽
の
魅
力
を
い

か
に
伝
え
る
か
を
絞
り
出
す
作

業
。
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
出
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
夕
食
後
に

発
表
さ
れ
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
が

外
か
ら
見
た
視
点
の
意
見
を
、

興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
を
率
い
た
西
城
戸
准
教

授
は
「
学
生
た
ち
が
、
こ
こ
に
き
て

自
分
で
話
し
、
聞
き
、
感
じ
る
こ
と

で
、（
奥
津
軽
観
光
の
）概
念
・
コ
ン

セ
プ
ト
を
探
る
の
が
こ
の
学
習
。
地

元
の
人
と
の
交
流
が
な
い
と
、
観
光

は
斜
陽
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
、
学

生
た
ち
の
作
業
を
見
な
が
ら
話
し
て

い
ま
し
た
。

５団体・43個人に晴れの表彰
今年度の文化賞・スポーツ賞を授与

若い力で地域の観光探れ 法政大学生が
「奥津軽フィールドスタディー」


